
結果�実施⽅法
 ��者は地域の回��，A�書�の掲⽰�，チ

ラシで⼀�から�募した．��⽇は2024年9⽉

6⽇の10−12時．プログラム内�は作業と��

に�する�義，��し，��者の��ある
�の

ブックリストの作成，ブックリストの発�
とし

た．

 ��者3〜4�に�して�⽣スタッフ2�が�

わり，�の�索やブックリスト作成，発�
時の

��を⾏った．

 プログラム�はアンケートを��．アン
ケー

トは��者の年代，��を知った��，�
書�

の利⽤�度，�書�カードの�有，1ヶ⽉の�

書�，��の�⾜度，⾃由��式で��に
�っ

たことについて���で回�を得た．
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はじめに
 作業療�は「�は作業を�して��や��になる」という基�理念と��的��に基づいて⾏われ
る（⽇�作業療�⼠協�,2018）．�事業では�書�の�徴である「�書」の作業に�点を当て，�書
�と地域��事業を��した．
 ��者同⼠がそれぞれに思いのある�を共有することにより、��の�がり、���流が期待でき
る．また�⽣との�流をすることで�代間の�流ができ，�たな刺�に�がった．
 �果，��者の「�書」への作業��や���流に��が⾒られたため，地域活動の�たな�開と
して�告する．

考察
�回の事業では「�書」という��の作業に�点を当てた．
�果，「�書」の作業��の�持・向上に�がり，��者の�書への�わり�や���
流，他の活動についても��が⾒られた．「�書」は⼀�的に⼀�で⾏う作業である
が，作業の知識を得て他者�流ができたことが��したと�えられる．作業��の
「�持・向上」�は「�下」郡に�べて����QOLが���で良�である（�
井,2019），作業の�点で��の作業への��を�持・向上することにより地域への�
���活動に貢�できる可�性がある．

【 事業��3ヶ⽉�の�書�の��者への�査】
�回の��に��したことをきっかけに・他の�書�のイベントや�の��政策�の���などに
��
・�について�らう�書�の開�」を�書�に希�する
・事業を�じて仲良くなった�とともに来��度が��
・�書�に来たことがなかった夫と来�するようになったなど，��者の中に�書�での�書の��形�が
��した�告が得られていた．


